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改革改善
の考え方

①問題
点

議会改革で新たに実施することとした議員間自由討議や政策討論会などをいかに定着していくか。引き続き委員会の
インターネット中継などの検討課題に対しての調査研究を進める。

②改革
提案

引き続き、議会改革推進会議や担当委員会において、期限を定め調査研究を進める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

議会改革等に関して議会改革推進会議、全員協議会で検討し、議会運営委員会で決定してきている。引き続き検討課題とな
なっていた、長期欠席議員の議員報酬の減額について条例を制定をした。「議員間自由討議」を委員会審査で実施、全議員
による「政策討論会」を実施し議員間の議論を深めた。

総事業費①+② 24,937 24,727 37,550 9,846

5,400 5,400

臨時職員所要時間

一般財源 5,627 24,727 18,240 9,846

人件費計（千円）② 19,310 19,310

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 5,627 24,727 18,240 9,846

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　議事録作成（本会議・常任委員会・協議会、特別委員会、全員協議
会、議会運営委員会、広報広聴委員会）
２　市民との課題共有のための講演会や議会報告会等の開催
３　地方分権時代の地方議会のあり方に関する議員研修会の実施
４　他市町村議会からの視察の受け入れ
５　新議場等完成に伴う什器等購入（委員会室机・椅子）

１　本会議録頁数
　　委員会等会議録頁数
２　議会報告会日数
３　研修会回数
４　視察受け入れ件数

１　1,669頁
　　2,960頁
２　６日
３　１回
４　34件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

議会の一般経常経費に係る事務事業。本会議、全員協議会等の運営や議場や会派室等の管理を含む。
主な内容は以下のとおり。
・飯田市議会会議規則に定める本会議の会議録を作成するほか、協議の場における会議録、会議結果の作成。
・都道府県、他市町村議会の視察を積極的に受け入れ、市の情報発信に努めるとともに、議会関連の視察内容については議員自身が
説明者となり、議員資質の向上につなげる。
・常任委員会、特別委員会、検討委員会等の活動の支援や議員研修会等を通じて、円滑な議会運営を図る。

成果
指標

議会運営に対する市民等からの改善提言数　（人） 2 2 2 2

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

議員向上させたい上位施
策の成果指標

協働のまちづくりが進められていると感じている市民の割
合

議会

意図（どういう状態
にするか）

円滑に運営できる
目
的

対象（誰・何を） 議会

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 議会事務局 H27係等名 庶務係 H26係等名 庶務係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 議会管理運営事務

会計 一般会計
53 2

事業種別 経常

9 施策№ 91 事業№


